
寄附文化醸成のために
寄附者側の視点から

公益社団法人日本フィランソロピー協会
高 橋 陽 子

令和3 年度文部科学省寄附フォーラム(6月25日）



• 日本フィランソロピー協会について
・事業のミッション

健全な民主主義の社会の担い手育成のために

・寄附推進プログラムの紹介
・企業のマッチング寄附
・誕生日に寄付をー「誕生日寄付」プログラム
・青少年のための寄附体験プログラム

「チャリティームービー・プロジェクト」

・寄附者にとっての寄附動機は？
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企業のCSR・社会貢献活動の推進

個人の寄附を核とした社会貢献促進

目的

目標

民間の果たす公益の推進

出版

機関誌「フィランソロピー」
関連書籍の発行

教育・研修

各種セミナー
企業とNPOのﾏｯﾁﾝｸﾞ
企業フィランソロピー
ＣＳＲの
コンサルテーション

社会参加推進事業

フィランソロピーバンク

「誕生日寄付」プロジェクト

顕彰
企業フィランソロピー大賞

使命

「健全な民主主義社会」
の実現

民間の果たす公益の推進

事業
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公益社団法人日本フィランソロピー協会について

社会貢献プログラムのプラットフォーム
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企業の従業員参加の寄附活動
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従業員・顧客の寄付マッチング

★㈱ファンケル

★TOYO TIREグループ
環境保護基金

顧客のポイントの寄付は500ポイント以上
100ポイント単位

A企業

Ｂ企業

Ｃ企業

マッチングギフト

顧客のポイント

CRM

イベント募金

日本フィ
ランソロ
ピー
協会

（選定） 寄付

NPO

NPO

NPO

NPO報告

★（㈱LIFULL

★㈱三井住友銀行
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青少年の寄付育 チャリティムービープロジェクト

参加者 70名（25チーム）
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応援先NPO
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個人寄付の推進



誰かのために

年に1日365
毎日誰かが

人生100年時代日

そして

共に幸せになる.

誕生日寄付Thanks Birthday,  Happy Donation

（個人個人の寄付の寄付）



寄付者からのメッセージ
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応援しよう

★虐待から逃げてきた子を ★勉強したいのにできない子を ★障がい児や病児の兄弟を

あなたの誕生日が、
誰かのスタートラインになる。
一年に一度の誕生日寄付をはじめてみませんか
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寄附者の声

★小４の娘の誕生日に寄付させていただきます。カテゴリを娘と選んだ
のですが、病気や障害のある人を支える方の気持ちは、もしもこれから
自分がそういう立場になるかもと思うと、少しだけ寄り添える気がする
そうです。

★今日、誕生日を迎えました。そして今年は、お腹に子どもがいます。
自分を産んでくれた父と母に感謝するとともに、自分の子どもを大切に
この先の人生を生きていきたいという想いを込めて。

★私にも困難な時がありました。より良い人生のために、皆で頑張りましょう。

★両親を早くなくした自分がここまで生きてこられたのも、たくさんの人達の
おかげです。少しですが困っている人にエールを届けたいです。

★幼い頃に父を亡くし、母も精神的に不安定だったため不安な日々を過ごして
いました。あの頃の自分のような子ども達が救われるよう、活動を応援します。

★皆さんの成長が日本の糧です。応援しています！



「誕生日寄付 with Flowers」

日本フィランソロピー協会×有限会社椎名洋ラン園

支援団体

協力いただく企業・店舗

QRコード付カードが鉢に付いたお花を
オフィスの受付、社員食堂や店舗に置

いていただきます

お花を購入いただく方（個人）

お客様や従業員が鉢に付いたカードの
QRコードから専用サイトへアクセスし

同じお花を購入します

購入価格の一部が「誕生日付寄付」とし
て、また購入時に寄せられた応援メッ

セージカードが支援団体に届けられます

花を贈ると寄付になる
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久里浜少年院 社会貢献活動【花育】

花を育てたのは小学生の時以来でした。
あさがおを枯らして先生に怒られたこと
を思い出しました。

最初、蘭の鉢を受け取ったとき、ちゃん
と育てられるか不安でした。部屋（ 単独
室 ）に蘭の鉢があると、他人が同じ部屋
にいるようで落ち着きませんでした。お
世話をしても様子が変わらない蘭に腹立
たしさを感じることもありました。でも次
第に気にかかるようになり、相棒のよう
に感じました。

僕たちが育てた蘭をぜひ大切にしてほ
しいです。そして多くの 人 の癒しになる
と嬉しいです。

＜在院生代表のメッセージ＞

※「花育」…花を教材に生命や個性について考える活
動

有限会社椎名洋ラン園の協力で花育活動を実施。
2020年度は、10月より在院生19 名が参加。
育てた胡蝶蘭を、県内２つの施設に寄贈。

2021年1月28日
贈呈式を実施
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寄附者の寄附動機は？



「クリエイト・ザ・フューチャー・プロジェクト
• 京都大学は27日、経済的に困窮しながらも高い向学心を持つ学生向けの返

済不要奨学金プロジェクトを立ち上げた

• 主な寄附者： 建築家の安藤忠雄氏（10億円） ニトリホールデイングス
(10億円） 計25億円

• 概要：経済的な支援を必要とする大学院への進学を目指す学部生や、博士
課程に進もうと考えている修士課程の大学院生らに奨学金を支給。32年度
までの10年間で1200人以上の支援を計画。

★ 次世代への希望をつなぐ
★ 自身の宿命・運命から得た使命への思い
★ 恩送り
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寄附者にとっての寄附動機は？
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寄附者にとっての寄附動機は？

公益財団法人県立浦和高等学校同窓会奨学財
団

★次世代に希望をつなぐ
★母校愛
★誇りと見栄

在校生の留学・進学のために



寄附者にとっての寄附動機は？ まちかどのフィランソロピスト賞受賞者

知足安分

今井 保太郎氏
「不労所得は私するべきではない」
「男の値打ちは金の稼ぎ方ではなく金の使い方で決まる」

宗次徳二氏
「株の売却益は、社会からの預かり物」

（まちかどのフィランソロピスト賞受賞者）
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寄附者にとっての寄附動機は？ （まちかどのフィランソロピスト賞受賞者）

自分を鼓舞するために

今野忠成氏
「寄付できる自分でい続けたい」
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寄附者にとっての寄附動機は？ （まちかどのフィランソロピスト賞受賞者）

未来を担う子どもたちのロールモデルになりたい

高橋陽介氏
「育ったアメリカで身についたボランティア・マインド」
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まとめ

環境 × 体験 × コミュニケーション

共感
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